




はじめに 

保健医療行政の今後の方向として、従来国のレベルで行われてきた社会保障や福祉行政、

対人保健サービスなどが地方行政や民間ベースに移行してゆくのではないかとの危機意識

との関連において,保健婦活動に関する危機感が在ることは事実である。すなわち、保健婦

あるいは保健所の危機意識の存在である。より具体的に述べるならば,保健所と市町村の保

健婦で何をどのように分担してゆくか,母子保健にかかわる活動が市町村に移管されると

どうなるのか等の課題が在る。そこで以下に、これらの課題について考えられる問題点を

述べ、さらに比較的近い将来を展望したときに考えられる問題点について述べてみたい。 


